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復興計画   「再生期」「再生期」のの最終年度最終年度

過
去
最
高
額
を
更
新

9月定例会
の

あらまし

平成26年度各会計の決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 歳出の前年度比

一 般 会 計 159億9832万円 150億2190万円 0.2％

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民
健康
保険

事 業 勘 定 15億 42万円 14億8842万円 ▲5.0％

診療施設勘定 3669万円 3137万円 2.8％

後 期 高 齢 者 医 療 1億 945万円 1億 903万円 10.1％

介護
保険

事 業 勘 定 14億4028万円 14億3758万円 2.7％

サービス事業勘定 1201万円 1147万円 5.6％

簡 易 水 道 6億4926万円 6億3702万円 76.3％

観 光 事 業 1億9121万円 1億8263万円 16.1％

公 共 下 水 道 事 業 1億7134万円 1億6582万円 ▲2.1％

大 川 財 産 区 578万円 516万円 ▲2.3％

合　　　計 201億1476万円 190億9040万円 1.6％

25年度決算（参考） 205億8854万円 187億8992万円 ―

着々と進む小本地区の復旧（住宅建築が進む宅地造成地、奥が小本小・中学校）

　

９
月
定
例
会
は
９
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
と
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
け
て
集
中
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
決
算
額

は
、前
年
度
と
比
較
し
て
３

億
48
万
円
増
え
て
過
去
最

高
の
１
９
０
億
９
０
４
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事

業 

４
億
５
０
０
２
万
円

■
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業

 

５
億
８
３
１
０
万
円

■
小
本
地
区
複
合
施
設
整

備
事
業

 

４
億
５
６
４
５
万
円

■
簡
易
水
道
施
設
遠
隔
監

視
装
置
整
備
工
事

 

１
億
５
３
８
４
万
円
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一般会計決算の内訳

人件費
12億6384万円
(8.4％)

災害復旧事業費
19億7136万円
(13.1％)

義務的経費
 (20.4％)

扶助費
6億6088万円
(4．4％)

公債費
(借入金の返済)
11億3285万円
(7.6％)

物件費
12億8562万円
(8.6％)

維持補修費
1億6887万円
(1．1％)

補助費等
11億1451万円
(7.4％)

その他
15億4410万円
(10.3％)

繰出金
7億8642万円
(5．2％)

普通建設事業費
50億9345万円
(33.9％)

その他
（32.6％)

投資的経費
（47.0％) 歳出

（使ったお金）

町税
7億2286万円
(4．5％)

諸収入
1億9335万円
(1.2％)

寄付金
5745万円
(0.4％)

国庫支出金
22億1305万円
(13.8％)

県支出金
16億7049万円
(10.4％)

町債(借入金)
16億1250万円
(10.1％)

地方交付税
（国から交付されるお金）

62億1740万円
(38.9％)

地方譲与税など
2億763万円
(1.3％)

依存財源
（74.5％)

自主財源
(25.5％)

繰入金など
31億359万円
(19.4％)

歳入
（入ってきたお金）

復興計画復興計画    「再生期」の最終年度

※ 借金額は、借金に対する国の援助額を除いている
※ 人口は、22年度末 11,080 人、27年度末 10,170 人
で計算

 物件費
旅費、消耗品など
消費的性質の経費

 繰出金
ほかの会計などに
移動するお金

 扶助費
児童手当の支給や各
種扶助のためのお金

児
童
手
当

～震災復旧・復興費 37億円を含んでいます～

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て

施
策
の
推
進
を

　

平
成
26
年
度
決
算
は
、

全
会
計
で
健
全
財
政
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。

　

財
政
状
況
に
お
い
て

は
、前
年
度
に
比
較
し
て

経
常
収
支
比
率（
一
般
財
源

に
占
め
る
義
務
的
経
費
な

ど
の
支
出
割
合
）が
、５・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

る
の
で
、財
政
構
造
の
弾

力
性
に
お
い
て
注
意
が
必

要
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

６
年
連
続
の
町
税
収
入

率
向
上
は
評
価
す
る
が
、

収
入
未
済
額
は
多
額
な
状

況
に
あ
る
の
で
、
引
き
続

き
滞
納
防
止
、
収
入
率
向

上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

職
員
一
人
一
人
が
常
に
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
て
施
策

を
着
実
に
推
進
し
、
住
民

福
祉
の
増
進
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。

監査委員
の
意見

過去５年間の歳出決算額
年度 歳出決算額 22年度比
22 141億2750万円 －
23 154億2470万円 109.2％
24 179億3612万円 127.0％
25 187億8992万円 133.0％
26 190億9040万円 135.1％

町の借金と貯金の状況
【一般会計】
総額

（22年度比較）
町民一人あたり
（22年度比較）

借金
（地方債）

23億1661万円
（▲7億6710万円）

23万円
（▲5万円）

貯金
（基金）

72億5596万円
（27億2610万円）

71万円
（30万円）

本会議で決算審査報告をす
る佐々木良治代表監査委員

26年度決
算

26年度決
算

認定認定

159億 9832万円 150億 2190万円
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

決
算
審
査
の
特
別
委
員
会
（
合
砂
丈
司
委
員
長
）
で
は
、
岩
泉
町
震
災
復

興
計
画
「
再
生
期
」
と
新
岩
泉
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
「
前
期
基
本
計
画
」

の
最
終
年
度
で
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
決
算
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
質
疑
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

高
齢
者
等
住
環
境
検

討
調
査
の
結
果
を
聞

く
。

小
川
地
区
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
中

心
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
調
査
結
果
に
基

づ
き
小
川
地
区
に
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備

す
る
計
画
を
策
定
し
た
。

仮
設
住
宅
の
入
居
期

限
は
い
つ
ま
で
か
。

期
限
後
の
対
応
は
ど
う
な

る
の
か
。

入
居
期
限
は
平
成
28

年
５
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　

入
居
期
限
満
了
後
の
住

居
は
、
12
人
が
未
定
で
あ

る
。
公
営
住
宅
や
民
間
ア

パ
ー
ト
へ
の
移
転
を
進
め

て
い
く
。

一
人
暮
ら
し
の
安
否

確
認
の
た
め
、
集
合

住
宅
方
式
を
採
用
し
１
カ

所
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

学
校
統
合
に
よ
り
空

き
校
舎
が
あ
る
の

で
、
需
要
が
あ
っ
た
場
合

は
考
え
て
い
く
。

小
川
地
区
以
外
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

ほ
か
の
地
区
を
対
象

に
し
た
調
査
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

各
支
所
の
地
域
課
題

と
こ
れ
か
ら
の
可
能

性
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

小
川
地
区

　

人
口
減
に
加
え
、
高
齢

者
が
増
加
し
て
お
り
、
賑

わ
い
へ
の
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

地
域
の
実
情
を
把
握

し
、
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

後
継
者
不
足
の
中
、

集
落
営
農
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

若
い
人
が
専
業
農
家

で
生
活
で
き
る
仕
組

み
は
大
事
で
あ
り
、
意
見

を
聞
い
て
進
め
て
い
く
。

遊
休
地
の
解
消
の
た

め
に
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
を
作
っ
て
助
成
を
は
か

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
体
が
成
り
立
つ

よ
う
核
と
な
る
人
材

を
育
て
る
こ
と
を
含
め
支

援
し
て
い
く
。

問

ど
ん
ぐ
り
苑
で
は
、
冬
の

住
環
境
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
人
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、
居
住
部
門
を

運
営
し
て
い
る
。
小
川
地

区
か
ら
の
応
募
が
多
か
っ

た
の
で
、
今
回
の
調
査
は

小
川
地
区
に
限
定
し
た
。

高齢者高齢者

仮設住宅仮設住宅

地域振興地域振興

産業振興産業振興

問

大
川
地
区

　

道
路
改
良
の
促
進
と
若

者
の
定
着
が
課
題
で
あ

る
。
豊
富
な
自
然
資
源
を

観
光
に
結
び
付
け
て
い
き

た
い
。

小
本
地
区

　

震
災
復
興
の
進
展
に
伴

う
行
政
区
の
再
編
が
必
要

で
あ
る
。
住
民
と
意
見
交

換
を
行
い
進
め
て
い
き
た

い
。安

家
地
区

　

若
い
人
が
地
元
に
残
っ

て
も
ら
え
る
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
産
直
施
設
を
核

と
し
て
振
興
に
努
め
た
い
。

有
芸
地
区

　

通
院
へ
の
道
路
整
備
が

急
務
で
あ
る
。

　

転
入
し
て
く
る
若
者
向

け
に
、
住
宅
の
確
保
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

問問 農　

業

各地区でイベントが開催され、
地域振興がはかられています
（有芸地区収穫感謝まつり）

問

問

問

答

答

答

答

答

高齢者が住みやすい町
づくりを進めています

答答
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特
殊
な
機
械
で
ト
ン

ネ
ル
内
を
詳
細
に
調

査
し
た
。
冬
期
間
は
、
漏

れ
た
水
が
氷
柱
の
よ
う
に

凍
る
が
、
ト
ン
ネ
ル
そ
の

も
の
の
傷
み
は
ひ
ど
く
は

な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
全
面
的
に

覆
い
、
流
れ
て
き
た
水
を

側
溝
で
受
け
、
凍
ら
な
い

よ
う
な
工
法
で
、
今
後
、

整
備
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

奥岩泉奥岩泉
トンネルトンネル

いじめいじめ
問題問題

健康推進健康推進

観　

光

食
肉
処
理

親水空間として整備が望
まれる龍泉洞の上流区域

パークゴルフで健康づくりを！
（ふれあいらんど岩泉）

畑
ワ
サ
ビ
は
、
生
産

拡
大
す
る
方
向
に
あ

る
か
。生

産
量
日
本
一
の
地

位
に
あ
り
、
こ
れ
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
く
。龍

泉
洞
の
上
流
水
域

に
川
に
親
し
む
環
境

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

親
水
区
域
の
空
間
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

龍
泉
新
洞
科
学
館
改

修
工
事
の
基
本
設
計

の
内
容
は
。

宮
古
広
域
行
政
組
合

で
運
営
し
て
い
る
食

肉
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
の

撤
去
に
際
し
て
、
死
亡
牛

を
保
管
す
る
保
冷
庫
は
、

ど
う
な
る
の
か
。

保
冷
庫
を
管
理
運
営

し
て
い
る
宮
古
地
方

農
業
振
興
協
議
会
と
相
談

し
な
が
ら
、
農
家
が
困
ら

な
い
よ
う
に
対
応
す
る
。

食
と
合
せ
て
運
動
も

大
切
で
あ
る
。
血
圧

測
定
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

組
み
合
わ
せ
て
認
知
症
予

平
成
24
年
度
と
平
成

26
年
度
を
比
べ
る

と
、
ほ
ぼ
変
わ
り
が
な
く

平
均
４
皿
の
状
態
で
あ
る
。

　

健
康
特
区
で
は
、
３
皿

Ｇゴ

ーＯ
！
Ｇゴ

ーＯ
！
５
皿

運
動
に
取
り
組
ん
で

か
ら
町
民
の
野
菜
摂
取
量

は
増
え
た
か
。

県
央
地
区
の
い
じ
め

問
題
は
、
今
も
尾
を

引
い
て
い
る
。

　

本
町
で
、
い
じ
め
の
事

例
は
な
い
か
。

昨
年
３
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
小
学
校
で
３
件
、

中
学
校
で
３
件
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
解
消
と
み
な

さ
れ
る
も
の
が
３
件
、
継

続
支
援
の
も
の
が
３
件
と

な
っ
て
い
る
。

町
道
奥
岩
泉
線
ト
ン

ネ
ル
の
点
検
調
査
結

果
を
示
せ
。

い
じ
め
の
定
義
は
あ

る
か
。

い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
で
「
心
理
的
ま

た
は
物
理
的
な
行
為
に

よ
っ
て
、
児
童
生
徒
が
苦

痛
な
行
為
を
受
け
て
い
る

こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。

問問

問
個
性
的
な
科
学
館
を

考
え
て
い
る
。
町
や

龍
泉
洞
の
歴
史
が
わ
か
る

も
の
に
し
た
い
。

問

問　

１
日
に
５
皿
の
野
菜

料
理
を
食
べ
よ
う
と
い

う
運
動
の
こ
と
。

　

野
菜
に
は
、
体
内
の

余
分
な
塩
分
を
外
に
出

す
成
分
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
高
血
圧

予
防
、
脳
卒
中
予
防
の

た
め
に
推
進
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ

Ｏ
！
５
皿

運
動
と
は

問問

問 問

答

答

答

答

答

が
４
皿
に
な
っ
た
人
が
い

た
。健
康
特
区
を
続
け
て
、

町
民
の
野
菜
摂
取
量
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

防
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぱ
ぁ
と
な
ぁ

の
体
育
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
、
運
動
に
よ
る

健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

運
動
す
る
と
こ
ろ
に
出

向
い
て
、
予
防
活
動
を
進

め
た
い
。

答答

答答
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　青森県から岩泉町に嫁いで９
年になり、7歳と４歳と０歳の
子どもがいます。
　古い図書館の時は、子どもが
小さかったこともあるとは思い
ますが、なぜか図書館には行き
ませんでした。
　新しい大きな図書館は、近所
ですし、子どものスペースもあ
るので、頻繁に足を運んでいま
す。本にも興味が湧いてきまし
た。

　息子が野球をしているので、
岩泉球場には良く行きます。
　これまでは、攻守が決まって
から、掲示板まで行ってチーム
名の板を差し込んでいました
が、新しくなり便利になりまし
た。また、ボールカウントの表
示が今風になりました。審判員
も喜んでいると思います。
　いわて国体を成功させなけれ
ばとの思いが強くなっています。

　一番良かったのは、女子トイ
レがすべてウォシュレット付き
の洋式トイレになったことです。
　他には、教室やトイレの床が
以前は茶色だったのですが、と
ても明るくなり、学習へのモチ
ベーションが高くなりました。
　これからも一生懸命学習に励
みたいと思いますし、きれいな
校舎を維持するよう心掛けたい
と思います。

３億8692万円

5417万円

２億1277万円

図書館整備事業図書館整備事業

岩泉球場電光掲示板岩泉球場電光掲示板
更新工事更新工事

岩泉中学校校舎岩泉中学校校舎
大規模改造工事大規模改造工事

利用しやすい図書館

いわて国体の成功を

学習意欲が向上

１年間の貸出冊数が約１万冊、貸出者数が 2852 人増えました

見やすくなった電光掲示板（岩泉球場）

壁や床が新しくなって、明るい校舎になりました（岩泉中学校）

八
や

重
え

樫
がし

みき子
こ
さん

（岩泉・33歳）

熊
くま

谷
がい

　凡
つね

之
ゆき
さん

（岩泉・56歳）

加
か

藤
とう

　菜
な

生
お
さん

（岩泉・15歳）

こごがこごが良良ござんしたござんした…26年度事業…26年度事業
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◆平成25年9月定例会

議会だよりでは、定例会で行われた質疑の
要旨を掲載しています。議員の行う提言などは、町政にどう反映

されているのでしょうか。これまでの質疑の中から一部をピックアップし、
その後の経過について追跡してみました。

答弁質問 　25 年度に策定する「子育て支援
マスタープラン」に子育て支援住宅
を盛り込むよう検討する。

　これまでの子育て施策に加え、子
育て支援住宅や雇用の受け皿づくり
が必要である。若い世代が住んでみ
たい、暮らしたいというような環境
整備に取り組むべきと思うがどうか。

結婚記念品支給事業結婚記念品支給事業
　結婚のお祝いとして１組当たり龍ちゃん
商品券 10万円分を贈る事業を 26年度に
創設。26年度は 25組が記念品を受け取
りました。

子育て支援住宅事業子育て支援住宅事業
　「子育て支援住宅」12戸を岩泉小学校付
近に28年度に建築する予定です。
　また、岩泉中学校付近の「子育て支援用
宅地分譲地」６区画について、27年度に
希望者を募集する予定です。

記念品を手にする桜木さんご夫妻
元気いっぱいの子どもの笑顔があふれる町づくりを目指します

（岩泉地区町民運動会）
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条例補正予算審査特別委員会（小成茂委員長）では、
条例に関する４議案と５つの会計の補正予算を審査し、
付託された議案はすべて可決と決定しました。
ここでは、委員会の質疑の中からいくつかを

要約してお伝えします。

赤ちゃんから高齢者まで
一人一人に12桁の番号
が割り当てられて、世帯
ごとに個人番号の通知
カードが郵送されます

住
民
・
事
業
所
へ
の
周
知
は

説
明
会
を
予
定
し
て
い
る

町
民
は
ど
の
よ
う
に

個
人
番
号
の
通
知

カ
ー
ド
を
管
理
し
、取
り
扱

い
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

町
の
10
月
１
日
号
広

報
で
４
ペ
ー
ジ
の
特

集
を
組
ん
で
い
る
。
10
月

に
は
、
各
支
所
で
住
民
と

事
業
主
に
対
し
て
説
明
会

を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

年
金
問
題
の
こ
と
も

あ
り
、
個
人
情
報
の

漏
え
い
が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
が

大
丈
夫
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

完
全
に
分
離
し
て
い

る
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
か
ら
の
個
人
情
報
の
漏

え
い
は
な
い
。

　

ま
た
、
一
元
管
理
を
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
芋
づ
る
式
な
個

人
情
報
の
漏
え
い
の
心
配

は
な
い
。

　

な
お
、
罰
則
規
定
は
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
よ
り
強
化
さ
れ
て

い
る
。民

間
事
業
者
の
負
担

は
。

年
末
調
整
に
伴
う
法

定
調
書
の
作
成
や
雇

用
保
険
、
社
会
保
険
等
の

手
続
き
で
個
人
番
号
が
必

要
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
従
業
員
か

ら
個
人
番
号
の
情
報
を
提

出
し
て
も
ら
う
な
ど
の
業

務
量
が
増
え
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
費
用

と
財
源
を
示
せ
。

導
入
コ
ス
ト
は
お
お

よ
そ
４
千
万
円
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
１

千
万
円
く
ら
い
に
な
る
。

　

財
源
は
、
総
務
省
と
厚

生
労
働
省
の
補
助
金
で
全

て
補
て
ん
さ
れ
る
。

問問

問

問

答答

答

答 　

日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
人
全
員
に
割
り
当

て
ら
れ
る
12
桁
の
番
号

の
こ
と
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら

税
な
ど
の
行
政
手
続
き

で
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
町
分
の
個
人
番
号

の
通
知
カ
ー
ド
は
、
11

月
２
日
ご
ろ
か
ら
11
月

14
日
ご
ろ
に
発
送
さ
れ

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
は

001991-01.indd   8001991-01.indd   8 15/11/06   15:0415/11/06   15:04



条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

いわいずみ議会だより　第173号
平成27年11月15日発行 9

集会施設

JR

１
０
０
万
円
の
根
拠
は

岩
泉
線
の
鉄
道
橋
の
撤
去
を

60
坪
の
舗
装
を
想
定

頻
度
の
高
い
順
に
対
応
す
る

歳
入
財源確保に今後懸念は
大きい声を上げていく

腰
廻
地
区
の
造
成
地

法
面
等
工
事
と
配
水

管
布
設
等
工
事
で
１
億
１

５
８
０
万
円
の
う
ち
９
７

８
０
万
円
が
一
般
財
源
に

な
っ
て
い
る
が
、
震
災
関

連
の
交
付
税
や
基
金
で
対

応
で
き
な
い
か
。

復
興
交
付
金
の
対
象

に
な
ら
な
い
部
分
が

あ
り
、
特
別
交
付
税
の
要

望
を
し
て
い
る
。

昨
今
の
国
の
状
況
を

見
る
と
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
に
予
算
が
集

中
し
、地
方
へ
の
交
付
金
、

集
会
施
設
の
敷
地
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
は
、
19
施
設
分
の

予
算
と
の
こ
と
だ
が
、
町

内
の
全
施
設
分
か
。

浅
内
駅
か
ら
岩
泉
駅

間
の
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
鉄

道
用
地
等
は
町
に
無
償
譲

渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
。

　

現
在
の
状
況
と
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
聞
く
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
移
管
さ
れ

て
岩
泉
町
へ
の
所
有

権
移
転
登
記
が
完
了
し
た
。

　

関
係
課
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
活
用
の
有
無
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

尼
額
、
二
升
石
等
の

山
林
所
有
者
の
山
に

入
る
道
路
が
、
廃
線
に

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
の
鉄

道
橋
で
狭
く
な
っ
て
お

り
、
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
が

通
行
で
き
な
い
。
早
急
に

不
便
を
解
消
で
き
な
い
か
。

利
用
者
の
要
望
を
確

認
し
て
、
頻
度
の
高

い
順
に
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

な
お
、
１
基
を
撤
去
す

る
費
用
は
８
０
０
万
円
く

ら
い
と
聞
い
て
い
る
。

補
助
金
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
が
認
識

は
ど
う
か
。

交
付
税
な
く
し
て
地

方
の
存
続
は
な
い
と

問問 答

答

思
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

財
源
確
保
の
た
め
に
は
、

基
本
的
に
大
き
い
声
を
上

げ
て
い
く
し
か
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　

ま
た
、
１
０
０
万
円
を

上
限
に
し
て
い
る
根
拠
は
。

町
内
に
は
73
の
集
会

施
設
が
あ
り
、
事
業

は
３
カ
年
で
行
う
予
定
。

舗
装
道
路
か
ら
入
口
ま
で

の
距
離
に
違
い
は
あ
る
が

全
施
設
を
巡
回
し
、
お
お

む
ね
こ
の
面
積
で
足
り
る

と
い
う
こ
と
で
60
坪
を
舗

装
で
き
る
事
業
費
を
上
限

設
定
と
し
た
。

面
積
で
規
定
す
る
の

で
は
な
く
、
高
齢
者

の
転
倒
防
止
と
い
う
観
点

か
ら
規
定
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

手
押
し
車
の
人
が
増

え
て
い
る
こ
と
と
除

雪
を
考
え
て
こ
の
面
積
で

足
り
る
と
判
断
し
た
。

答問答

手押し車を押して公民館に行きやすくなるように、
道路から入り口までを舗装します（国境公民館）

問答

問答

補正予算の主な内容
◇岩泉球場環境整備工事費　9080万円
　岩泉球場の大規模改修と球場周辺の駐車場等の整備を行います。
◇農業体験交流施設建替等工事費　1858万円
　水堀地区（有芸）にある農業体験交流施設の建替と地盤改良等を行います。
◇ベビーシッター講座実施委託料　67万円
　待機児童への対応策として、ベビーシッターを行う人が専門的な知識
を取得するために講座を行います。

９月補正予算の状況
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一 般 会 計 ４億 240万円 148億5750万円
特　

別　

会　

計

介 護 保 険
（事業勘定） 36万円 15億1267万円

簡 易 水 道 ▲1626万円 8億2594万円
観 光 事 業 371万円 2億1271万円
公共下水道
事 業 181万円 1億6991万円

車の通行が困難な状態の鉄道橋（二升石地区）
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
が
主
義
、
主
張
を
述
べ
提
案
し
論
戦
し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、
12
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
町
立
図
書
館
ま
た
は

役
場
各
支
所
図
書
室
で
閲
覧
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

地方創生対策課の新設を
定住化促進に住宅整備を

三田地　和彦 11p

三セクによる雇用創出は
後期まちづくり計画を聞く

三田地　久志 12p

商店街の活性化対策は
高齢者の生きがいづくりを

八重樫　龍介 13p

官民協働の人材育成を
観光団体の一本化を

坂本　　昇 14p

介護保険利用者への支援策は
頸動脈超音波検査の導入を

林﨑　竟次郎 15p

5人の議員が発言　～質問内容～

　

議
会
で
は
、
来
年
開
催

さ
れ
る
「
第
71
回
国
民
体

育
大
会
〝
希
望
郷
い
わ
て

国
体
〞
の
成
功
を
願
い
、

９
月
８
日
に
議
員
と
町
職

員
が
国
体
P
R
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
本
会
議
に

臨
み
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
競
技
36
試
合

の
う
ち
５
試
合
が
、
岩
泉

球
場
に
お
い
て
来
年
の
10

月
２
、
３
日
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
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組織の再編も視野に対策

町の考えを問う

地方創生対策課の
新設を

三田地 和彦 議員

伊達町長

問　

本
町
で
頑
張
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
人

の
住
居
を
確
保
し
、
定
住
化
を
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
結
婚
や
子
育
て
の
た
め
に
住
宅
環
境
を
整
え
て
、
定
住
化
に
つ
な
が
る
よ
う
新

た
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問　

地
方
創
生
戦
略
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
と
併
せ
、
人
口
減
少
対
策
を
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
、
総
合
戦
略
）
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
に
地

方
創
生
事
業
対
策
課
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

地域創生に不可欠である地域直結の産直施設（安家地区）

町
長　

人
口
の
現
状
分

析
・
将
来
推
計
を
行
っ
た

上
で
、
岩
泉
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
と
、
そ
の

分
析
結
果
に
基
づ
く
岩
泉

町
版
総
合
戦
略
の
策
定
を

国
の
施
策
と
呼
応
し
て
進

め
て
い
る
。

　

岩
泉
町
版
総
合
戦
略
の

基
本
目
標
は
、
雇
用
の
創

出
、転
入
の
促
進
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
支
援
、
地

域
づ
く
り
の
４
点
で
あ
る
。

町
長　

住
宅
の
確
保
対
策

は
、
雇
用
の
場
の
確
保
と

同
様
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
子
育
て
支

強
力
に
取
り
す
す
め
て
い
く

定
住
化
促
進
に
住
宅
整
備
を

　

岩
泉
町
版
総
合
戦
略
の

実
現
の
た
め
に
、
個
別
計

画
の
チ
ェ
ッ
ク
や
改
善
に

対
応
す
る
担
当
部
署
の
設

置
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
計

画
に
対
応
す
る
部
署
等
の

設
置
の
必
要
性
、そ
し
て
、

現
行
の
組
織
に
お
け
る
事

務
分
担
の
見
直
し
等
、
組

織
の
再
編
も
視
野
に
入

れ
、対
策
を
講
じ
て
い
く
。

援
宅
地
を
分
譲
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
改
修

支
援
等
に
つ
い
て
５
カ
年

で
お
お
よ
そ
１
０
０
戸
程

度
の
住
宅
対
策
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。

　

定
住
化
対
策
に
伴
う
住

宅
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
と
の
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
、
今
ま
で
以

上
に
強
力
に
取
り
進
め
て

い
く
。
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町の考えを問う

問　

復
興
事
業
と
地
方
創
生
事
業
並
び
に
新
岩
泉
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
以
下
、
ま
ち
づ
く
り
後
期

計
画
等
）
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
体
制
を
具
体
的
に
示
せ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
実
施
す
る
の
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
、効
果
は
相
乗
し
な
い
と
思
う
。

三
セ
ク
に
よ
る
雇
用
創
出
は

現
状
の
売
り
上
げ
と
雇
用
を
３
倍
に

三
田
地 
久
志 
議
員

伊
達
町
長

ホールディングス化によってさらなる飛躍が期待されます
（道の駅いわいずみ）

町
長　

ま
ち
づ
く
り
後
期

計
画
等
は
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
現
在
の
行
政

戦
略
的
に
事
業
展
開
を
は
か
る

後
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
聞
く

組
織
を
フ
ル
活
用
し
、
取

り
組
ん
で
い
る
。
各
事
業

を
実
施
す
る
段
階
で
内
容

を
精
査
し
な
が
ら
効
果
的

な
事
業
展
開
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
、
事
業
の
組
み
立

て
を
戦
略
的
に
進
め
る
。

問　

定
住
化
に
は
雇
用
の
場
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー

（
以
下
、
三
セ
ク
）
な
ど
に
よ
る
経
済
対
策
が
最
重
要
課
題
と
考
え
る
。

　

三
セ
ク
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
（
持
株
会
社
化
。
以
下
、
Ｈ
Ｄ
化
）
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
か
ら
時
間
が
経
過
し
た
が
、
現
在
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

町
が
三
セ
ク
に
期
待
す
る
経
済
効
果
と
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
聞
く
。

町
長　

三
セ
ク
４
社（
※
）

の
Ｈ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、国

と
県
が
定
め
る
補
助
金
、

地
方
債
対
象
事
業
の
要
綱

等
の
解
釈
に
お
け
る
見
解

の
相
違
に
つ
い
て
、関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

お
お
む
ね
本
町
の
意
向

に
沿
っ
た
形
で
進
み
、
条

件
が
整
え
ば
Ｈ
Ｄ
化
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い

る
。

　

新
た
な
事
業
を
行
う
こ

と
で
雇
用
を
拡
大
し
、
最

終
的
に
は
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
そ
の
雇
用
と
売
り
上

げ
を
現
状
の
３
倍
程
度
に

ま
で
押
し
上
げ
た
い
。

（※）㈱岩泉総合観光、㈱岩泉産業開発、㈱岩泉きのこ産業、岩泉乳業㈱
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積極的に支援していく

町の考えを問う

商店街の
活性化対策は

八重樫 龍介 議員

伊達町長

問　

働
く
意
欲
の
あ
る
元
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
ど
も
園
や
保
育
園
の
サ
ポ
ー
ト

役
を
依
頼
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

大
型
店
舗
の
進

出
、
経
営
者
の
高
齢
化
な

ど
か
ら
店
舗
数
の
減
少
と

後
継
者
不
足
が
生
じ
、
商

業
者
に
と
っ
て
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で

は
個
店
経
営
力
ア
ッ
プ
応

援
事
業
（
個
店
が
講
師
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

事
業
）
を
平
成
26
年
度
か

ら
始
め
た
。
今
年
度
は
、

町
長　

全
国
的
に
核
家
族

化
が
進
む
中
で
、
こ
ど
も

園
や
保
育
園
で
、
高
齢
者

に
サ
ポ
ー
ト
役
を
依
頼
す

る
こ
と
は
有
意
義
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
検
討
す
べ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
検
討

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

空
き
店
舗
活
用
事
業
費
補

助
金
（
空
き
店
舗
の
改
修

費
用
の
助
成
）
を
創
設
し

活
性
化
対
策
を
強
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
第
２
弾
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
龍
ち
ゃ

ん
商
品
券
が
、
年
末
年
始

に
向
け
て
発
行
さ
れ
る
。

　

引
き
続
き
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
取
り
組
み
に
対

し
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
。

き
提
言
と
受
け
止
め
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

保
護
者
の
園
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
地
域
の

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
な
ど
積
極
的

に
検
討
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

問　

昨
今
の
急
激
な
人
口
減
少
と
大
型
店
等
の
進
出
に
よ
り
、
各
地
区
の
商
店
街
は
閑
散
と
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、う
れ
い
ら
商
店
街
で
は
こ
れ
ま
で
の
小
売
と
は
別
に
、交
流
人
口
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
動
き
が
あ
る
。

　

ま
た
、
非
公
開
で
あ
る
が
、
明
治
38
年
建
築
と
言
わ
れ
る
旧
家
や
老
舗
な
ど
有
望
な
資
源
が
あ
る
。

　

商
店
街
の
活
性
化
は
、
各
地
区
に
つ
い
て
も
必
要
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
町
の
中
心
部
で
活
性
化
を
進
め
、
そ
の
上
で
各

地
区
に
も
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

昭和の賑わいを取り戻したいうれいら商店街
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町の考えを問う

問　

龍
泉
洞
等
の
観
光
振
興
は
行
政
や
岩
泉
町
観
光
協
会
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
（
※
）
の
推
進
は
岩
泉
町
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
で
、
観
光
案
内
は
岩
泉
町
商
工
会
に
所
属
す
る
岩
泉
観
光
ガ
イ
ド
協
会
が
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
担

当
事
務
を
受
け
持
つ
団
体
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
関
係
者
の
戸
惑
い
が
多
く
、
効
率
的
な
連
携
が
は
か
り
づ
ら
い
。

　

観
光
事
業
関
係
団
体
の
一
本
化
を
進
め
て
総
合
的
に
観
光
推
進
を
は
か
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

官
民
協
働
の
人
材
育
成
を

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
対
応

坂
本 
昇 
議
員

伊
達
町
長

官民協働での人材育成の推進を !（自動車修理工場）

町
長　

観
光
事
業
の
関
係

団
体
は
、
そ
の
設
立
目
的

に
即
し
て
活
動
を
行
い
、

会
員
構
成
や
組
織
の
設
立

統
括
し
た
組
織
が
理
想

観
光
団
体
の
一
本
化
を

目
的
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
誘
客
事
業
を

取
り
組
む
上
で
統
括
し
た

組
織
体
制
が
理
想
と
も
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

団
体
と
組
織
の
再
編
・
統

合
等
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

■
一
般
質
問
の
答
弁
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
多
様
な
職
種
・
職
域
に
お
い
て
、
行
政
と
会
社
側
で
研
修
費
の
負
担
を
行
い
、
人
材
確
保

を
は
か
る
べ
き
と
思
う
。
官
民
協
働
に
よ
る
人
材
の
育
成
・
確
保
・
活
用
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。ま
た
、地
元
に
残
り
た
い
卒
業
生
、地
元
の
卒
業
生
等
を
雇
用
し
た
い
企
業
等
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
、
定
住
化
の
促
進
に
向
け
て
も
有
効
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

各
企
業
で
は
、
自

ら
研
修
等
を
実
施
し
、
会

社
の
業
績
に
反
映
さ
せ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
人
材
育
成

支
援
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
奨
学
金
制
度
の

内
容
を
充
実
さ
せ
た
。
こ

の
利
用
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
町
内
企
業
の
ニ
ー

（※）貴重な地質遺産を含んだ自然の公園

ズ
を
踏
ま
え
、
人
材
の
育

成
・
確
保
に
有
効
な
支
援

策
に
つ
い
て
検
証
し
、
対

応
を
考
え
て
い
く
。
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訪問入浴介護などで負担軽減

町の考えを問う

介護保険利用者への
支援策は

林﨑 竟次郎 議員

伊達町長

問　

長
野
県
高
山
村
で
は
、
特
定
健
診
等
の
結
果
か
ら
対
象
者
を
抽
出
し
て
、
頸
動
脈
超
音
波
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
脳

塞
・
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
へ
早
期
に
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

脳
卒
中
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
１
位
か
ら
の
脱
却
の
た
め
、
本
町
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

問　

介
護
保
険
料
を
27
年
度
か
ら
年
８
４
０
０
円
値
上
げ
し
て
７
万
８
０
０
円
と
し
た
。
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
当
初
、

月
２
０
０
０
円
台
だ
っ
た
介
護
保
険
料
は
、
今
や
５
９
０
０
円
と
な
っ
た
。
４
月
か
ら
要
支
援
１
、
２
の
訪
問
・
通
所
介

護
の
保
険
給
付
外
し
、
特
養
の
入
所
要
件
を
要
介
護
３
以
上
に
、
な
ど
も
実
行
さ
れ
て
い
る
。
介
護
の
質
を
支
え
る
介
護

報
酬
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
８
月
か
ら
は
、
新
た
な
利
用
者
負
担
（
※
）
が
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
介
護
保
険
利
用
者
に
町

独
自
で
支
援
し
て
い
る
事
業
や
計
画
し
て
い
る
施
策
を
聞
く
。

デイサービス施設で昼食を取っている利用者の皆さん

町
長　

現
在
の
介
護
保
険

料
は
、
今
後
の
３
年
間
の

本
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

を
賄
う
た
め
に
必
要
な
金

額
を
算
定
し
、
月
額
で
５

９
０
０
円
と
し
た
。
本
町

の
経
済
状
況
等
を
み
る

と
、
被
保
険
者
に
は
重
い

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

利
用
者
負
担
の
町
独
自

町
長　

健
診
実
施
後
に
要

注
意
レ
ベ
ル
に
あ
る
人
に

は
、
訪
問
し
て
生
活
習
慣

改
善
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
血
圧
予
防

総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
す
る

頸
動
脈
超
音
波
検
査
の
導
入
を

の
軽
減
と
し
て
今
年
度
か

ら
、
訪
問
入
浴
介
護
等
利

用
者
負
担
軽
減
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
は
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
の
家
賃

等
軽
減
事
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
必
要
な
支

援
を
行
う
。

の
た
め
の
適
塩
運
動
と
し

て
１
日
に
５
皿
の
野
菜
料

理
を
食
べ
よ
う
と
い
う
運

動
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

頸
動
脈
超
音
波
検
査
に

つ
い
て
は
、
集
団
検
診
で

の
実
施
の
適
否
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

■
安
全
法
制
法
案
に
対
す

る
町
長
の
考
え
は

■
国
保
税
の
多
子
減
免
制

度
の
導
入
に
つ
い
て

（※） 一定の所得がある人（合計所得が 160万円以上の１人世帯の人など）
は、利用者負担が１割から２割になった
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～まもる健康からつくる健康へ～
　

総
務
常
任
委
員
会
（
坂

本
昇
委
員
長
）
で
は
、
脳

卒
中
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
１

位
か
ら
の
脱
却
を
は
か
る

た
め
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
、子
育
て
支
援
策
、

定
住
化
対
策
を
テ
ー
マ
に

長
野
県
の
４
市
町
村
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
日
間
、
担
当
者
か

ら
説
明
を
受
け
、
本
町
の

施
策
に
ど
う
生
か
す
か
学

び
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
町
で
は
、「
健

康
は
か
け
が
え
の
な
い
財

産
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、
行
政
と
医
療

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
健

康
推
進
を
は
か
っ
て
い
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
健
診
に
関
心

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
昭
和

の
時
代
か
ら
、
医
師
の
考

え
で
健
診
の
受
診
勧
奨
、

保
健
推
進
委
員
の
設
置
等

を
先
駆
け
て
行
っ
て
い
ま

し
た
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

住
民
の
健
康
関
心
度
が

高
く
、
本
町
で
も
住
民
が

積
極
的
に
健
診
を
受
診
す

　

高
山
村
で
は
、「
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
加
齢
に

逆
ら
う
）
の
里
」
を
目
指

し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
健

康
長
寿
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

血
糖
値
が
高
い
人
の
食

生
活
を
分
析
し
、
改
善
す

る
よ
う
に
保
健
指
導
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
５
年
後

　

岡
谷
市
で
は
、
平
成
26

年
度
に
第
三
次
児
童
育
成

計
画
を
策
定
し
、
住
民
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に

１
６
１
の
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
子
育
て

支
援
館「
こ
ど
も
の
く
に
」

を
開
館
。
０
歳
か
ら
３
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
家
族
が

利
用
で
き
、
子
育
て
の
寄

り
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
市
内
の
保

育
施
設
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん

先
生
を
派
遣
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
施
策
が
あ
り
、
本
町

で
も
見
習
う
べ
き
と
感
じ

ま
し
た
。

 

〔
報
告　

八
重
樫
龍
介
〕

　

北
相
木
村
で
は
、
村
単

独
の
手
厚
い
定
住
化
促
進

施
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
。

　

土
地
・
家
屋
の
取
得
や

建
設
・
改
修
に
対
す
る
補

助
、
空
き
家
入
居
者
へ
の

家
賃
補
助
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

山
村
留
学
に
も
力
を
注

ぎ
、
受
入
農
家
に
は
１
日

当
た
り
３
８
０
０
円
の
補

助
を
行
い
、
村
内
全
児
童

の
約
半
数
に
及
ぶ
子
ど
も

を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

空
き
家
１
１
８
戸
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
活
用
を
促
進
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
本
町
で
も
即
実
践

す
べ
き
で
す
。

 

〔
報
告　

坂
本　

昇
〕

健康体操を交えて説明を受ける総務常任委員

視察レポート

る
よ
う
な
意
識
改
革
の
取

り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

 

〔
報
告　

小
成　

茂
〕

に
は
、
１
日
あ
た
り
の
塩

分
摂
取
量
を
５
グ
ラ
ム
減

少
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
で
す
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

頸
動
脈
超
音
波
検
査
を

二
次
健
診
と
し
て
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
検
査
結

果
に
基
づ
き
、
脳

塞
等

の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
へ
早

期
に
保
健
指
導
が
で
き
る

の
で
、
本
町
で
も
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

 

〔
報
告　

林
﨑
竟
次
郎
〕

定住化対策

子育て支援
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産
業
常
任
委
員
会 

（
野

舘
泰
喜
委
員
長
） 

で
は
、

復
旧
復
興
・
観
光
・
産
業  

の
実
態
に
つ
い
て
、
町
内

３
カ
所
の
視
察
を
８
月
７

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

モ
シ
竜
ロ
マ
ン
ク
ル
ー

ズ
は
、開
洋
丸
に
乗
船
し
、

各
入
江
や
大
震
災
津
波
の

跡
な
ど
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
45
分
間
の
行
程
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

岩
泉
乳
業
㈱
で
は
、
山

下
社
長
の
案
内
で
第
３
工

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

大
石
岩
泉
土
木
セ
ン

タ
ー
所
長
と
の
懇
談
で

は
、
復
旧
復
興
事
業
の
進

行
状
況
と
平
成
27
年
度
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

ロ
マ
ン
ク
ル
ー
ズ
は
、　

視察レポート

乗
船
場
所
や
エ
ン
ジ
ン
音

の
中
で
の
ガ
イ
ド
の
音
量

等
改
善
を
行
い
、
よ
り
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
期
待

し
ま
す
。

　

岩
泉
乳
業
㈱
の
第
３
工

場
は
、
衛
生
面
と
作
業
員

の
動
線
に
配
慮
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。

　

復
興
関
係
で
は
、
押
角

ト
ン
ネ
ル
の
平
成
32
年
度

開
通
の
予
定
な
ど
、
あ
ら

た
め
て
岩
泉
土
木
セ
ン

タ
ー
の
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。

 

〔
報
告　

野
舘
泰
喜
〕

　

広
報
広
聴
常
任

委
員
会
（
合
砂
丈

司
委
員
長
）で
は
、

７
月
22
、
23
日
に

議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
つ
い
て
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で

常
に
上
位
を
キ
ー

プ
し
て
い
る
２
町

の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

山
形
県
庄
内
町

議
会
で
は
、
編
集

現
場
の
詳
し
い
実

態
の
説
明
や
本
町

議
会
だ
よ
り
の
講

評
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
他
、
議

会
活
動
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
で

は
、
徹
底
し
た
情

報
開
示
の
必
要
性

を
強
調
し
て
い
ま

し
た
。

　

宮
城
県
利
府
町
議
会
で

は
、
広
報
活
動
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
と

の
結
び
つ
き
を
意
識
し
た

編
集
作
業
は
、
事
務
局
が

約
７
割
を
担
当
し
て
議
員

の
負
担
軽
減
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

・
・
・
所　

感
・
・
・

　

こ
の
研
修
で
実
感
し
た

の
は
議
員
の
意
識
の
高
さ

で
す
。
定
例
会
後
に
行
う

反
省
会
で
は
、
議
員
同
士

が
問
題
点
を
指
摘
し
合
う

こ
と
が
日
常
に
な
っ
て
い

る
点
な
ど
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

 

〔
報
告　

三
田
地
久
志
〕

モシ竜ロマンクルーズを体験する産業常任委員

平成 26年度町村議会広報全国コンクールで第５位に
入賞した庄内町議会で説明を受ける広報広聴常任委員
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第 3 回
臨 時 会

　9月定例会の傍聴者数はのべ13人でした。傍聴された方の中から、田野
畑村議会議員の上村明美さんに傍聴した感想などをインタビューしました。

の傍聴者者数はのべ133人でした 傍聴聴された方の
ひとことインタビューひとことインタビュー

上
かみ

山
やま

　明
あけ

美
み
さん

（田野畑村・56歳）

国体開催地を
PRする姿に
感心

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

上
山　

今
年
、
田
野
畑
村
の
議

員
に
就
任
し
た
の
で
、
一
般
質

問
を
勉
強
す
る
た
め
来
ま
し
た
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は
ど
う
で

し
た
か

上
山　

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
姿
で
ラ
フ

な
ス
タ
イ
ル
だ
と
感
じ
ま
し
た

が
、
国
体
Ｐ
Ｒ
の
た
め
と
聞
い

て
、
議
員
自
ら
が
活
動
し
て
い

る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
一
般
質
問

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
討
論

の
や
り
方
な
ど
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
私
の
村
も
傍
聴
す
る

人
が
聞
き
や
す
い
よ
う
に
配
慮

し
、
開
か
れ
た
議
会
の
環
境
づ

く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
が
あ
り

ま
す
か
。

上
山　

質
問
の
本
題
に
行
く
ま

で
の
前
置
き
が
長
く
感
じ
ま
し

た
。
も
っ
と
端
的
な
質
問
に
し

て
、
簡
潔
な
答
弁
に
な
る
と
聞

き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る
要
望

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

上
山　

今
回
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
議

会
を
参
考
に
、
紫
根
染
め
の
ネ

ク
タ
イ
を
着
用
し
て
議
会
に
出

席
す
る
な
ど
、
岩
泉
町
の
豊
富

な
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
議
会

を
心
掛
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
３
回
臨
時
会
は
、
７

月
28
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
損

害
賠
償
請
求
和
解
案
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
、
工
事
請
負
契
約

締
結
案
な
ど
10
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
に
関
す
る
損
害
賠

償
金
の
和
解

▽
内
容　

龍
泉
洞
観
覧
料

の
減
少
分
や
人
件
費
な
ど

の
損
害
賠
償
額
（
平
成
23

年
度
と
平
成
24
年
度
分
）

▽
申
立
額

 

１
億
３
２
７
８
万
円

▽
和
解
額

 

８
１
１
１
万
円

原
発
事
故
の
賠
償
金

 

約
８
千
万
円
で
和
解

議会活動の報告と町民の皆さんとの
意見交換会を開催します。
時間は各会場とも、

午後7時～午後8時30分までの予定です。
多数参加してください。

第6回　議員と語る会第6回　議員と語る会

月　日 地区名 会　場

11月15日（日） 有芸 有芸地区
生活改善センター

11月16日（月） 岩泉 下岩泉公民館

11月17日（火） 小川 三田貝公民館

11月18日（水） 大川 大広公民館

11月19日（木） 安家 年々公民館

11月20日（金） 小本 中里公民館
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出かけませんか。出かけませんか。
  議会の傍聴へ！議会の傍聴へ！
次の定例会は12月上旬の予定です。
詳しくは、議会事務局へおたずねください。
☎ 22-2111（内線252）　ぴー☎ 00-0252

傍聴しやすい傍聴しやすい
議事堂になりました議事堂になりました

平成27年9月定例会から、一般質問の
録画映像をぴーちゃんねっとで配信しています。

操作方法をお知らせしますので、
ぜひご覧ください。配信期間は、

およそ1年間です。
なお、再質問は、配信していません。

放送設備の改修により傍聴しやすい
議事堂になりました。

これまでは２人で１本のマイクを使用して
いましたが、１人に1本マイクを配置すると

ともに、モニターを設置しました。

ト
ッ
プ
画
面
の

「
動
画
を
見
る
」

ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

■ 

一
般
質
問
の
残
時
間
や

発
言
者
の
表
情
を
モ
ニ

タ
ー
で
確
認
で
き
ま
す
。

■ 

聴
こ
え
に
不
安
が
あ
る

人
の
た
め
に
、
傍
聴
席

に
難
聴
者
優
先
席
を
設

け
ま
し
た
。
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
の
音
量
を
調
節
し
な

が
ら
傍
聴
で
き
ま
す
。

■ 

役
場
本
庁
舎
２
階
の
町

民
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
本

「
町
か
ら
の
動
画

を
見
る
」
を
選
び

ま
す
。

「
議
会
」
を
選
び

ま
す
。

見
た
い
動
画
の
タ

イ
ト
ル
を
タ
ッ
チ

し
ま
す
。

　

見
終
わ
っ
た
後
は
、

ホ
ー
ム
ボ
タ
ン
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
こ
が

変
わ
り
ま
し
た

1

2

3

4

ぴーちゃんねっとでぴーちゃんねっとで
議会を見よう議会を見よう

会
議
の
中
継
映
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

モニター（右上）が設置された議事堂
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会―間伐に寄与した紙―」を使用しています。

古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会―間伐に寄与した紙―」を使用しています。

平
成
27年

11月
15日
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行

発
行
／
岩
泉
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長
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藤
久
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編
集
／
広
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広
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委
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－
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岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
岩
泉
字
惣
畑
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番
地
5

TEL　0194（
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内
線
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http://w
w
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ate.jp/

い
わ
い
ず
み

議
会
だ
よ
り
N
o. 173

広報広聴常任委員会

町
内
の
写
真
愛
好
家
が
撮
影
し
た

 

本
町
の
風
景
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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９
月
定
例
会
の
会
期
中
は
、
茨

城
県
・
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
や
安

保
法
制
を
め
ぐ
り
落
ち
着
か
な
い

日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
町
の
中
心
部
に

子
育
て
支
援
の
住
宅
建
築
と
宅
地

造
成
の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

未
来
へ
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映

像
を
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
広
報
広
聴
常
任
委
員

 

林
﨑　

竟
次
郎
）

　

一
ツ
苗
代
の
上
舘
国
男
さ
ん
一

家
で
す
。

　

水
稲
を
中
心
に
野
菜
な
ど
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
を
中
心

に
と
て
も
和
や
か
な
家
族
で
す
。

委
員
長　

合　

砂　

丈　

司

副
委
員
長　

三
田
地　

久　

志

委　

員　

八
重
樫　

龍　

介

　
　
　
　

林　

﨑　

竟
次
郎

　
　
　
　

野　

舘　

泰　

喜

　
　
　
　

坂　

本　
　
　

昇

編
集
後
記

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

　

岩
泉
線
が
廃
線
に
な
る
前
、

岩
泉
駅
を
出
発
し
て
間
も
な
く

列
車
が
通
っ
て
い
た
最
初
の
橋

で
す
。国
道
４
５
５
号
線
を
町

内
か
ら
盛
岡
方
面
へ
進
み
「
見

返
橋
」の
百
数
十
メ
ー
ト
ル
左

側
に
あ
る
川
の
上
に
架
か
る
橋

で
す
。

　

一
年
を
通
し
て
四
季
折
々

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
と
共
に
絵
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
「
橋
の
あ
る
風
景
」で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、時
々
見

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。列
車
が

走
っ
て
い
た
こ
ろ
の
風
景
が

蘇よ
み
が
え

っ
て
き
ま
す
。

八や

重え

樫が
し 

定て

津つ

彰あ
き（

岩
泉 

54
歳
）
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